
 

プレスリリース 

 

 

2010年 1月 14 日 

マスコミ関係各位 

明治学院大学国際平和研究所（PRIME）主催  

映画『パレスチナ1948・NAKBA』上映会＆広河隆一さんトーク 

パレスチナ・慟哭の大地 ～隠された痛み 

 パレスチナ 40年間の記録（数万枚の写真、千時間超の映像）から生まれた長編ドキュメンタリー映画です 

 

 

 明治学院大学国際平和研究所（PRIME）では、PRIME Cinema Café シリーズの第 10 回として、映画『パレスチナ

1948・NAKBA』の特別上映会と監督でフォトジャーナリストの広河隆一さんのトークショーを開催いたします。 

 

今から約 60年前の 1948年、イスラエルが建国され、70万人以上のパレスチナ人が難民となりました。この事件を

パレスチナ人は NAKBA（ナクバ：大惨事）と呼んでいます。この年、400以上もの村々が消滅し、廃墟となりました。故

郷を追われた人々のほとんどは難民キャンプでの生活を強いられ、その過去を知らない二世、三世が増える現在も、

パレスチナ人が暮らす場所を破壊し追放する動きは続いています。 

 

フォトジャーナリストの広河隆一さん（Days Japan 編集長）は、40 年間このパレスチナを追い続けてきました。1948

年に一体何が起こったのか。廃墟と化し地図から消えていった村々の徹底した取材によって、隠された歴史がいま、

姿をあらわします。マスメディアでは様々な限界にぶつかり未発表となっていた貴重な映像が映画になりました。 

上映後は、広河隆一さんによるトークも予定しています。 

参加費無料。予約不要でどなたでもご参加いただけます。 

 

 

【日時】2010年 1月 30日（土） 15:00～18:00（終了予定） 

【場所】明治学院大学 白金校舎 2401教室  http://www.meijigakuin.ac.jp/access/shirokane/  
   （JR品川駅・目黒駅よりバスで約 10分、東京メトロ白金高輪駅、白金台駅、高輪台駅より各徒歩約 7分 ） 

【ゲスト】広河隆一監督（フォトジャーナリスト） 

【主催】明治学院大学国際平和研究所【定員】定員 130名（満席の場合は立見になる可能性がございます） 

【参加】無料、事前申込み不要 

【参考】映画『パレスチナ 1948・NAKBA』広河隆一監督 http://nakba.jp/ 

【お問合せ先】明治学院大学国際平和研究所（PRIME)  Tel:03(5421)5652/Fax:03(5421)5653 
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